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第一部 【企業情報】 

 

第１ 【企業の概況】 

 

１ 【主要な経営指標等の推移】 
 

回次 
第75期 

第３四半期 
連結累計期間 

第74期 

会計期間 
自 2021年４月１日 
至 2021年12月31日 

自 2020年４月１日 
至 2021年３月31日 

売上高 (千円) 5,733,385 7,694,241 

経常利益 (千円) 668,690 623,472 

親会社株主に帰属する 
四半期（当期）純利益 

(千円) 475,815 411,031 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 466,621 416,082 

純資産額 (千円) 2,021,774 1,729,858 

総資産額 (千円) 9,265,370 8,959,444 

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 106.57 92.06 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期（当期）純利益 

(円) － － 

自己資本比率 (％) 21.8 19.3 

 

回次 
第75期 

第３四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自 2021年10月１日 
至 2021年12月31日 

１株当たり四半期純利益 (円) 34.71 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につ

いては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。 
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２ 【事業の内容】 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。 

なお、2021年４月１日付で当社を吸収合併存続会社とし、当社の連結子会社であった株式会社ｉＥＰＯを吸収合併

消滅会社とする吸収合併を行ったため、第１四半期連結会計期間から連結の範囲から除外しております。 

また、同じく2021年４月１日付で当社の連結子会社である株式会社フィニティを吸収合併存続会社とし、当社の連

結子会社（完全孫会社）であったあけぼのサービス有限会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行ったため、第１

四半期連結会計期間からあけぼのサービス有限会社を連結の範囲から除外しております。 
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第２ 【事業の状況】 

 

１ 【事業等のリスク】 

当第３四半期連結累計期間において、当新規上場申請のための四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等

に関する事項のうち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える

可能性があると認識している主要なリスクの発生又は新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、引き続き今後の経過によっては、当社グループの事業活動及び収

益確保に影響を及ぼす可能性があります。 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 

(1) 経営成績等の状況の概要 

① 経営成績の状況 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルスのワクチン接種の促進や感染拡大の防

止策を講じる中で感染者数は減少し、経済活動再開による国内経済の回復が期待されたものの、オミクロン型変

異株の感染が各地で急速に拡大しており、依然として不透明な状況が続いております。 

建設業界におきましては、低金利政策の恩恵や昨年の需要の落ち込みの反動等もあり、日本国内の新設住宅着

工戸数は、当第３四半期連結累計期間も継続して増加傾向であるものの、引き続き新型コロナウイルス感染症に

よる経済への影響や、人件費及び資材価格の高騰などの懸念もあり、今後も建設業界の変化に注視する必要があ

ります。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,733,385千円、営業利益は641,011千円、経常

利益は668,690千円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は475,815千円となりました。なお、収益認識会

計基準等の適用により、当第３四半期連結累計期間の売上高は325,621千円減少しておりますが、営業利益及び経

常利益は6,140千円の増加となりました。 

 

 

各セグメント別の状況は以下の通りです。 

 

＜バイオマテリアル事業＞ 

新型コロナウイルス感染症の影響による企業活動低迷、ウッドショックにおける市場の冷え込みも予測されま

したが、住宅ローン控除の再延期等により住宅着工戸数が前年比較にて大きく増加となり、解体工事の発生が多

い状況となりました。木質燃料チップユーザーにおいても大きなトラブルもなく、市場は順調に推移しました。

好況な市場動向にあわせて、顧客への木材持込キャンペーン等の入荷促進活動を行い、入荷増量に注力致しまし

た。また、愛知県東三河における設楽ダム関連工事の木材処理を受注し、ＣＥＰＯ半田バイオマス発電所への安

定的な燃料供給へ繋げました。その他、中国経済好景気の影響により鉄相場が大幅に上昇し、木質処理工程にて

発生する鉄くず（釘等）の有価販売売上に大きく貢献致しました。また、木質燃料チップの備蓄ヤードを返却し、

賃借料の削減を行いました。以上の結果、セグメント売上高は4,059,367千円、セグメント利益は662,278千円と

なりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、当第３四半期連結累計期間の売上高は325,257千円減少し

ておりますが、経常利益には影響ありません。 

 

＜資源循環事業＞ 

新型コロナウイルス感染症拡大対策による在宅勤務の定着化により郊外への住居（拠点）移動が活発化し、大

都市周辺への新設住宅建設が活発な状況となりました。また、建設工期遅延の原因となっていたウッドショック

の影響は徐々に解消されておりますが、依然不透明な状況が続いております。そのような状況のもと、郊外で拠

点を新規開設する住宅メーカーへの営業による新規大手顧客確保、また、近年着工割合が堅調に推移しているパ

ワービルダーや中堅建設会社への営業にも注力し、取扱数量の増量を図りました。以上の結果、セグメント売上

─ 3 ─



高は1,043,500千円、セグメント利益は99,912千円となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、当第

３四半期連結累計期間の売上高は12,477千円減少しておりますが、経常利益には影響ありません。 

 

＜環境物流事業＞ 

ウッドショックによる木材価格の高止まりは続いており、新規材料の確保は依然、納期まで時間がかかる状況

が続いております。また、新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、半導体不足、部品不足により国内での生産

調整がかかるメーカーが続出する事態も発生しております。そのような状況のもと、大手企業から排出された木

製パレットを原材料とする木製再生パレットの販売に活路を見出し、中古リニューアル製品の販売に注力致しま

した。また、ＳＤＧｓ意識の広まりに伴い、廃棄物削減を目指す企業が増え、当社のリサイクルに関心を持つ企

業や地方自治体が増えてきました。強化段ボール製品においては、弥富市及び常滑市と災害時用段ボールベッド

の供給協定を締結致しました。今後も他の自治体と協定締結を進めてまいります。以上の結果、セグメント売上

高は545,668千円、セグメント損失は16,015千円となりました。なお、収益認識会計基準等の適用による影響はあ

りません。 

 

＜その他＞ 

環境コンサルティング事業において、新型コロナウイルス感染症による営業活動が制限される中、オンライン

セミナー等のリモート営業の推進により、ＳＤＧｓ関連の環境コンサルティングサービスが堅調に推移致しまし

た。以上の結果、セグメント売上高は324,826千円、セグメント損失は23,507千円となりました。なお、収益認識

会計基準等の適用により、当第３四半期連結累計期間の売上高は12,113千円増加し、経常利益は6,140千円の増加

となりました。 

 

② 財政状態の状況 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は9,265,370千円となり、前連結会計年度末から305,925千円増

加しました。主な要因は以下の通りであります。 

流動資産は前連結会計年度末から82,702千円減少しました。これは主に現金及び預金が44,646千円、仕掛品が

33,069千円減少したことによるものです。 

固定資産は前連結会計年度末から388,683千円増加しました。これは主に、建設仮勘定が349,423千円、保険積

立金が97,593千円増加したことによるものです。 

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は7,243,595千円となり、前連結会計年度末から14,009千円増加

しました。主な要因は以下の通りであります。 

流動負債は前連結会計年度末から217,881千円増加しました。これは主に、未払法人税等が88,659千円減少した

一方で、短期借入金が363,500千円、支払手形及び買掛金が29,170千円増加したことによるものです。 

固定負債は前連結会計年度末から203,872千円減少しました。これは主に、長期借入金が235,709千円減少した

ことによるものです。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は2,021,774千円となり、前連結会計年度末から291,916千円

増加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が301,110千円増加したこ

とによるものです。 
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(2) 経営方針・経営戦略等 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。 

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4) 研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発活動に関する費用の総額は、27,347千円で

あります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

 

３ 【経営上の重要な契約等】 

該当事項はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

 

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 17,920,000 

計 17,920,000 

 

② 【発行済株式】 

 

種類 
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(2021年12月31日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(2022年３月18日) 

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 4,480,000 4,480,000 非上場 
単元株式数は100株 
であります。 

計 4,480,000 4,480,000 ― ― 

 

(2) 【新株予約権等の状況】 

① 【ストックオプション制度の内容】 

該当事項はありません。 

 

② 【その他の新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額 
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金 
残高 
(千円) 

2021年10月１日～ 
2021年12月31日 

― 4,480,000 ― 310,000 ― 58,145 

 

(5) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

(6) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

   2021年12月31日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 

(自己保有株式) 
普通株式 ― ― 

15,000 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

44,643 
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であり、単元株式数

は100株であります。 4,464,300 

単元未満株式 
普通株式 

― ― 
700 

発行済株式総数 4,480,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 44,643 ― 

 

② 【自己株式等】 

    2021年12月31日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％) 

（自己保有株式） 
フルハシＥＰＯ株式会社 

名古屋市中区金山一丁目14
番18号 

15,000 ― 15,000 0.33 

計 ― 15,000 ― 15,000 0.33 

(注)当社は上記のほか、単元未満自己株式80株を保有しております。 

 

２ 【役員の状況】 

該当事項はありません。 
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第４ 【経理の状況】 

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。 

 

２ 監査証明について 

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第204条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第３四半期連結会計期間(2021年10月１日から2021年12月31日まで)及び第３四半期連結累計

期間(2021年４月１日から2021年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による

四半期レビューを受けております。 

 

 

３ 最初に提出する四半期報告書の記載上の特例 

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７-６」の規定に準じて前年同四

半期との対比は行っておりません。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

  (単位：千円) 

 
前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2021年12月31日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 768,850 724,204 

  受取手形及び売掛金 944,126 － 

  受取手形、売掛金及び契約資産 － 958,933 

  商品及び製品 40,365 40,139 

  仕掛品 126,457 93,387 

  原材料及び貯蔵品 28,585 18,064 

  その他 125,825 116,602 

  貸倒引当金 △9,408 △9,232 

  流動資産合計 2,024,802 1,942,099 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,998,013 1,939,170 

   機械装置及び運搬具（純額） 388,028 349,856 

   土地 2,693,424 2,691,500 

   リース資産（純額） 435,021 500,256 

   建設仮勘定 70,904 420,327 

   その他（純額） 29,312 35,423 

   有形固定資産合計 5,614,705 5,936,535 

  無形固定資産   

   リース資産 58,391 39,972 

   その他 27,655 25,860 

   無形固定資産合計 86,047 65,833 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 360,337 358,704 

   長期貸付金 18,531 17,573 

   繰延税金資産 173,903 157,703 

   保険積立金 586,043 683,637 

   その他 96,582 104,883 

   貸倒引当金 △1,564 △1,601 

   投資その他の資産合計 1,233,833 1,320,902 

  固定資産合計 6,934,586 7,323,270 

 繰延資産   

  社債発行費 55 － 

  繰延資産合計 55 － 

 資産合計 8,959,444 9,265,370 
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  (単位：千円) 

 
前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2021年12月31日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 193,134 ※ 222,304 

  短期借入金 430,000 793,500 

  １年内償還予定の社債 10,000 － 

  １年内返済予定の長期借入金 981,362 990,715 

  リース債務 167,866 194,097 

  未払法人税等 177,712 89,052 

  賞与引当金 123,741 63,782 

  その他 1,135,801 1,084,048 

  流動負債合計 3,219,618 3,437,500 

 固定負債   

  長期借入金 3,009,351 2,773,642 

  リース債務 363,138 382,862 

  役員退職慰労引当金 283,000 292,403 

  退職給付に係る負債 232,262 250,784 

  資産除去債務 67,943 68,238 

  その他 54,271 38,164 

  固定負債合計 4,009,967 3,806,094 

 負債合計 7,229,585 7,243,595 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 310,000 310,000 

  資本剰余金 58,565 58,565 

  利益剰余金 1,346,072 1,647,182 

  自己株式 △4,026 △4,026 

  株主資本合計 1,710,610 2,011,721 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,785 3,189 

  為替換算調整勘定 10,462 6,864 

  その他の包括利益累計額合計 19,248 10,053 

 純資産合計 1,729,858 2,021,774 

負債純資産合計 8,959,444 9,265,370 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

 (単位：千円) 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 
至 2021年12月31日) 

 売上高 5,733,385 

 売上原価 3,157,133 

 売上総利益 2,576,251 

 販売費及び一般管理費 1,935,239 

 営業利益 641,011 

 営業外収益  

  受取利息 73 

  受取配当金 14,218 

  受取保険金 15,474 

  持分法による投資利益 24,673 

  その他 12,441 

  営業外収益合計 66,882 

 営業外費用  

  支払利息 36,175 

  その他 3,027 

  営業外費用合計 39,203 

 経常利益 668,690 

 特別利益  

  固定資産売却益 20,190 

  特別利益合計 20,190 

 特別損失  

  固定資産除却損 2,114 

  特別損失合計 2,114 

 税金等調整前四半期純利益 686,766 

 法人税、住民税及び事業税 192,238 

 法人税等調整額 18,711 

 法人税等合計 210,950 

 四半期純利益 475,815 

 親会社株主に帰属する四半期純利益 475,815 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

 (単位：千円) 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 
至 2021年12月31日) 

 四半期純利益 475,815 

 その他の包括利益  

  その他有価証券評価差額金 △5,595 

  為替換算調整勘定 △3,598 

  その他の包括利益合計 △9,194 

 四半期包括利益 466,621 

  (内訳)  

  親会社株主に係る四半期包括利益 466,621 

  非支配株主に係る四半期包括利益 － 
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【注記事項】 

(会計方針の変更等) 

(収益認識に関する会計基準等の適用) 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、バイオマテリアル事業及び資源循環事業に係る収益について、

従来は、総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を

判断した結果、一部の取引について純額で収益を認識する方法に変更しております。 

 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は325,621千円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益は6,140千円の増加となりました。また、利益剰余金の当期首残高は3,891千円増加しており

ます。 

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。 

 

(時価の算定に関する会計基準等の適用) 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。 
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(四半期連結貸借対照表関係) 

保証債務 

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、次の通り債務保証を行っております。 

 

 
前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

 当第３四半期連結会計期間 
（2021年12月31日）  

ＣＥＰＯ半田バイオマス発電㈱ 1,634,780千円 1,571,670千円 

川崎バイオマス発電㈱ 48,360 〃 29,640 〃 

計 1,683,140千円 1,601,310千円 

 

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。 

 なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四

半期連結会計期間末残高に含まれております。 

 

 
前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

 当第３四半期連結会計期間 
（2021年12月31日）  

支払手形 －千円 28,629千円 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次の通りであります。 

 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 
至 2021年12月31日) 

減価償却費 344,233千円 

 

(株主資本等関係) 

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日) 

１ 配当金支払額 

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2021年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 89,298 20.00 2021年３月31日 2021年６月29日 利益剰余金 

2021年11月18日 
取締役会 

普通株式 89,298 20.00 2021年９月30日 2021年11月19日 利益剰余金 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

  当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報 

        (単位：千円) 

 

報告セグメント 
その他事業 
 (注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)３ 

バイオマテ
リアル事業 

資源循環 
事業 

環境物流 
事業 

計 

売上高         

 廃棄物処分・ 
 収集運搬 

2,436,903 1,014,940 90 3,451,933 184 3,452,117 － 3,452,117 

 製品・商品 
 (注)４ 

1,386,019 2,827 537,626 1,926,474 1,357 1,927,831 － 1,927,831 

 その他(注)５ 188,631 20,707 843 210,181 143,254 353,435 － 353,435 

 顧客との契約 
 から生じる 
 収益 

4,011,554 1,038,475 538,560 5,588,589 144,795 5,733,385 － 5,733,385 

 外部顧客への 
 売上高 

4,011,554 1,038,475 538,560 5,588,589 144,795 5,733,385 － 5,733,385 

 セグメント間 
 の内部売上高 
 又は振替高 

47,813 5,025 7,108 59,947 180,030 239,977 △239,977 － 

計 4,059,367 1,043,500 545,668 5,648,536 324,826 5,973,363 △239,977 5,733,385 

セグメント利益 
又は損失（△） 

662,278 99,912 △16,015 746,174 △23,507 722,667 △53,976 668,690 

 （注）１．「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境コンサルティング、 

      セキュリティ等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

４．「製品・商品」の主なものは「バイオマテリアル事業」における木質チップと、「環境物流事業」におけ 

  る木質パレット等を含む物流機器の販売であります。 

５．「その他」の主なものは「バイオマテリアル事業」と「資源循環事業」における有価物売却であります。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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(収益認識関係) 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載の通りであります。 

 

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の通りであります。 

 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 
至 2021年12月31日) 

１株当たり四半期純利益 106円57銭 

(算定上の基礎)  

  親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 475,815 

  普通株主に帰属しない金額(千円) － 

  普通株式に係る親会社株主に帰属する 
 四半期純利益(千円) 

475,815 

  普通株式の期中平均株式数(株) 4,464,920 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

 

２ 【その他】 

（剰余金の配当) 

第75期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当については、2021年11月18日開催の取締役会におい

て、2021年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決議いたしました。 

① 配当金の総額                               89,298千円 

② １株当たりの金額                             20円00銭 

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日    2021年11月19日 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

 

該当事項はありません。 
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